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線型代数学演習B
No. 1 問題 (前期の復習)

1 (1) 以下の行列Aの行列式と, 存在するならば逆行列を求めよ:

A =

1 1 0
1 2 −1
3 0 4

.

(2) 以下の行列Bの階数を求めよ:

B =


1 1 1 6
2 4 0 6
0 −4 4 12
3 7 −1 6

.

2 以下のベクトル空間V の部分集合W は部分空間であるかどうか, 理由とともに答えよ. さ
らに, 部分空間である場合にはその次元を求めよ.

(1) V = R3としたとき, その部分集合

W =


x
y
z

 ∈ R3 | x+ y + z = a

 .

注：aによる場合分けが必要になる．

(2)V = R[x]≤4を 4次以下の実係数多項式全体のなすベクトル空間としたとき, その部分
集合

W = {p(x) ∈ V | p(1) = 0, p′(1) = 0}.

3 n次正方行列全体をMnと表す. X,Y ∈ Mnに対してX, Y の交換子 [X, Y ] := XY − Y X
を考える.

(1) 任意のX, Y, Zに対して [[X,Y ], Z] + [[Z,X], Y ] + [[Y, Z], X] = 0が成り立つことを証
明せよ (これを Jacobiの恒等式という).

(2) 行列A ∈ Mnを固定して, MnからMnへの写像 fA : X 7→ [A,X]を考える. このとき
fAは線型写像であることを示せ.

(3) (2)において, 特に 2次正方行列A =

(
1 1
1 0

)
∈ M2 を考える. またEij を行列単位と

する. すなわち (i, j)成分のみ 1で他の成分は 0である行列とする. このときM2の基底
(E11, E12, E21, E22)に関して fAの行列表示を求めよ. つまり

(fA(E11), fA(E12), fA(E21), fA(E22)) = (E11, E12, E21, E22)B

となる 4次正方行列Bを求めよ.


